
新
島
講
座
に
つ
い
て
の
報
告

新
島
講
座
は
、
創
立
百
周
年
記
念
傷
業
と
し

て
、
新
島
襄
を
黒
し
て
一
九
七
九
年
か
ら
開
設

さ
れ
九
事
業
の
一
つ
で
、
立
学
の
精
神
を
基
盤
と

し
て
現
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
、
研
究
の
幅
広
い

交
流
を
図
り
、
わ
が
国
の
学
術
・
文
化
の
進
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

新
島
講
座
に
は
、
内
外
の
硯
学
を
講
師
と
し
て

京
都
.
同
志
社
に
招
璃
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の

と
、
同
志
社
か
ら
講
師
を
派
遣
し
て
東
京
に
開
催

の
場
を
設
け
て
い
る
も
の
と
の
二
つ
が
あ
り
ま

す
。

第
十
一
回
新
島
講
座

昨
年
十
一
月
二
日
(
月
)
・
五
日
(
木
)
の
二
日
に

わ
た
り
中
国
、
西
北
大
学
校
長
張
豈
と
教
授
を

口
迎
え
て
公
開
公
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

報
張
豈
之
教
授
は
、
一
九
二
七
年
生
れ
、

五
0
年
北
京
大
学
哲
学
系
卒
業
、
一
九
五
0
年
か

ら
五
一
年
ま
で
清
華
大
学
文
科
研
究
所
に
学
ぱ

れ
、
五
二
年
西
安
の
西
北
大
学
に
勤
め
、
現
在
、

四
北
大
学
校
長
と
し
て
活
躍
し
て
お
ら
れ
、
思
想

史
家
・
歴
史
学
名
と
し
て
、
そ
の
広
い
視
野
と
学

頒
K
支
え
ら
れ
九
数
々
の
す
ぐ
れ
九
業
績
を
通
し

て
、
す
で
に
斯
界
の
碩
学
と
し
て
定
評
の
あ
る
方

で
す
。
解
放
後
、
候
外
盧
教
授
主
編
「
中
国
思
想
通
史
」

の
著
作
、
岡
じ
く
候
外
廊
教
授
主
編
「
中
国
理
学

史
の
仕
事
に
も
く
わ
る
。

中
圈
艦
史
人
辞
典
・
思
想
史
」
に
モ
編
、
共
X

一
、
中
陶
哲
7
簡
央
、
「
中
国
通
史
L
 
が
あ
り
、

そ
の
他
多
敬
の
倫
文
を
発
表
さ
れ
て
い
る

な
お
、
西
北
大
学
と
向
志
社
大
学
は
、
現
在
学

術
交
流
を
結
ん
で
い
る
。

公
開
擶
演
会

0
テ
ー
マ
・
「
中
国
儒
学
思
想
の
歴
史
的
展
開

と
そ
の
役
割
L

十
一
月
二
日
午
後
一
時
十
五
分
t

於
、
黒
社
大
学
神
学
館
チ
ャ
ペ
ル

0
テ
ー
マ
・
「
三
国
演
義
」
と
事
業
成
功
の
道

月
五
日
午
後
一
時
十
五
分
で

十
於
、
同
志
社
大
学
神
学
館
チ
ャ
ペ
ル

第
回
の
講
演
は
、
「
中
国
儒
学
思
想
の
歴
史

的
展
開
と
そ
の
役
割
」
と
題
さ
れ
、
科
学
技
術
の

進
歩
の
な
か
で
、
精
神
生
活
の
重
要
さ
が
直
見
さ

れ
て
き
て
い
る
。
今
年
、
中
国
古
代
に
生
ま
れ
た

儒
学
の
再
評
価
が
、
洋
の
東
西
に
わ
た
っ
て
出
て

き
て
い
る
の
は
、
そ
の
一
つ
の
現
わ
れ
で
あ
ろ

う
0
張
先
生
の
こ
の
講
演
は
、
現
在
の
中
国
に
お
け

る
需
水
準
の
儒
学
思
想
研
究
を
、
わ
か
り
や
す

く
述
べ
ら
れ
九
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
儒
学
と
は
何
か
を
、
道
徳
論
・
文
化
論
・

為
政
論
・
教
育
池
わ
九
っ
て
説
明
。
つ
い
で
、

そ
の
歴
史
的
展
開
を
、
「
人
問
学
L
と
し
て
の
発
生

期
か
ら
、
漢
代
κ
国
教
と
な
っ
て
国
家
尊
厳
観
が

台
頭
し
た
こ
と
、
南
北
朝
時
代
に
は
そ
の
理
性
主

九
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義
が
自
然
科
学
と
結
合
し
た
こ
と
を
論
じ
、
さ
ら

に
唐
代
か
ら
、
宋
代
の
朱
子
学
と
明
清
時
代
へ
の

影
響
を
論
じ
ら
れ
九
。
そ
し
て
最
後
に
、
儒
学
研

究
の
現
代
的
意
義
に
つ
い
て
、
中
国
人
の
思
考
の

な
か
に
浸
透
し
て
い
る
儒
教
を
、
そ
の
現
解
の
た

め
に
客
観
的
に
研
究
す
る
こ
と
の
必
要
を
と
か
れ

る
と
と
も
に
、
例
え
ぱ
、
「
和
し
て
同
ぜ
ず
」
と
い

う
『
需
』
の
言
葉
は
、
国
際
社
会
で
も
尊
重
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
結
ぱ
れ
九
。

文
化
大
革
命
期
に
お
け
る
儒
教
評
価
の
誤
り
を

た
だ
し
、
自
然
科
学
と
の
結
合
を
具
体
的
に
論
じ

ら
れ
た
と
こ
ろ
は
、
張
先
生
独
自
の
も
の
で
あ

つ
ナ第
二
回
の
講
演
は
、
「
『
三
国
演
義
』
と
事
業
成

功
の
道
」
と
題
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『
三
国
演
義
』
は
、
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
長

篇
歴
史
小
説
、
明
代
の
羅
貫
中
の
作
品
で
あ
る

が
、
張
先
生
は
、
日
人
材
の
尊
重
1
三
顧
の
礼

を
尽
し
て
人
を
迎
え
る
こ
と
。
⇔
事
業
に
は
身
を

投
じ
、
死
し
て
の
ち
巳
む
こ
と
。
田
大
謀
の
前
に

は
小
事
を
忍
ぷ
こ
と
。
四
局
辺
に
有
能
な
知
能
集

団
を
確
保
す
る
こ
と
。
国
謙
虚
に
身
を
慎
み
、
予

め
失
策
を
防
ぐ
こ
と
、
の
五
点
に
わ
た
っ
て
、
峩

場
人
物
の
行
動
と
心
理
を
通
じ
、
こ
の
作
品
か
ら

く
み
と
れ
る
人
生
の
知
慧
を
論
じ
ら
れ
九
。

『
三
国
演
義
』
は
、
封
建
制
度
の
長
い
歴
史
を
包

括
し
て
お
り
、
封
建
道
徳
を
も
り
こ
ん
だ
も
の
で

は
あ
る
が
、
現
在
で
も
、
生
き
九
人
生
の
叢
を

学
ぷ
る
こ
と
を
強
凋
さ
れ
た
。

第
八
回
東
京
新
島
講
座

咋
年
十
一
月
七
日
(
土
)
東
京
・
有
楽
町
朝
日
ス

ク
エ
ア
(
千
代
田
区
有
楽
町
二
1
五
1
 
一
・
朝
日

新
聞
悪
会
館
内
)
に
て
公
開
公
演
会
が
裂
さ

れ
ま
し
た
。

十
三
時
三
十
分
か
ら
始
ま
っ
九
誠
演
会
は
、
園

部
庶
務
部
長
の
司
会
で
松
山
総
長
の
あ
い
さ
つ
、

井
上
勝
也
大
学
文
学
部
教
授
、
奥
田
聰
大
学
工

学
部
教
授
の
順
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

1
新
島
襄
と
加
藤
与
五
郎
1

黒
社
大
学
工
学
部
教
授
奥
田
聰

井
上
勝
也
教
授
の
講
演
(
写
真
上
)
は
、
幕
末

の
元
治
元
(
一
八
六
四
年
、
我
国
の
近
代
化
の

先
導
者
に
な
る
願
望
を
抱
い
て
繞
を
企
て
九
新

島
襄
は
、
九
年
間
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
ヨ
ー
ロ
ッ

で
生
活
し
た
結
果
欧
米
文
明
を
支
え
て
い
る

バキ
リ
ス
ト
教
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
全
人
教
育
を
我

国
に
導
入
す
る
こ
と
を
軍
生
の
卓
業
に
選
ん
だ
0

明
治
七
(
一
八
七
四
)
年
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
婦
国

に
先
立
っ
て
、
彼
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
盲
一

教
師
補
延
な
り
、
合
せ
て
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
大

学
を
設
立
す
る
こ
と
を
表
明
し
九
。
近
§
学
を

身
に
つ
け
、
民
主
主
義
を
体
得
し
た
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
の
養
成
を
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

新
島
の
教
育
実
践
を
支
え
る
教
育
哲
学
は
、
広

く
欧
米
で
の
高
等
教
育
体
験
及
び
八
力
国
の
教
育

施
設
の
見
学
や
調
査
を
通
し
て
培
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
ギ
リ
シ
ャ
時
代
か
ら
欧
米
の
教

育
の
根
底
に
流
れ
て
い
る
全
人
教
育
(
手
ゆ
益
一

ゆ
ル
暑
巴
§
)
を
目
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
考
え
方
が
新
島
の
教
育
思
想
の
中
核
に
据
え

〔
演
題
な
ら
び
に
講
師
〕

0
教
育
者
新
島
襄

同
志
社
大
学
文
学
部
教
授
井
上
勝
也

0
産
業
構
造
の
大
転
換
と
二
十
一
世
紀
へ
の
道

報告^
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ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
柱
に
ア
ー
モ
ス
ト

カ
レ
ッ
ジ
の
教
育
体
験
に
も
と
づ
く
も
の
と
考

.え
ら
れ
る
0
 
と
り
わ
け
彼
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
で

あ
っ
た
シ
ー
リ
ー
教
授
教
授
(
〕
.
エ
.
 
m
ゆ
ゆ
マ
n
)

と
、
同
じ
く
ア
ー
モ
ス
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
の
教
授
を

勤
め
、
明
治
九
年
札
幌
農
学
校
に
や
っ
て
ま
た
ク

ラ
ー
ク
博
士
(
審
.
m
.
旦
巽
5
 
の
よ
う
な
キ
リ
ス

ト
教
的
人
格
主
義
教
育
を
目
ざ
し
た
教
育
者
か
ら

の
影
粋
が
大
き
い
。
シ
ー
リ
ー
教
授
は
当
時
の
学

生
に
屡
々
*
ン
ヨ
ず
ゆ
誘
一
伽
一
ヨ
切
一
0
 
§
0
ず
=
m

m
E
区
n
昇
ず
0
乏
す
弐
=
片
{
O
H
ず
一
ヨ
§
一
{
一
一
ー
ア
ー

モ
ス
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
の
教
育
目
的
は
一
人
一
人
の

学
生
に
自
力
で
自
分
の
考
え
方
を
構
築
さ
せ
る
こ

と
に
あ
る
ー
と
い
っ
た
言
葉
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
彼
は
教
育
目
的
を
知
識
の
教
授
に
お
く
の
で

は
な
く
、
知
識
を
善
用
す
る
主
体
の
形
成
に
重
点

を
お
き
、
品
性
(
今
段
ミ
含
)
の
陶
冶
を
強
調
す

る
0
 
新
島
が
ア
ー
モ
ス
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
の
一
年
次

に
化
学
を
学
ん
だ
ク
ラ
ー
ク
博
士
も
、
札
幌
農
学

校
に
あ
っ
て
、
た
っ
九
八
力
月
問
に
大
き
な
教
育

告
的
感
化
を
与
え
た
背
景
に
シ
ー
リ
ー
教
授
と
共
通

す
る
特
性
を
も
っ
て
い
九
。
彼
は
開
発
主
義
の
立

あ
っ
た
0
 
彼
は
学
生
の
個
性
を
尊
重
し
、
彼
ら
の

一
人
一
人
を
愛
し
、
脱
落
者
を
つ
く
ら
な
い
よ
う

に
配
慮
し
、
ク
ラ
ス
で
一
番
劣
っ
た
学
生
に
特
別

の
注
意
を
払
う
教
育
者
で
あ
っ
た
。

三
世
紀
に
向
け
て
国
際
間
の
競
争
は
益
々
激

し
く
な
り
、
各
国
は
能
力
主
義
を
助
長
し
、
英
才

教
育
に
力
を
入
れ
、
「
個
性
尊
重
」
の
美
名
の
も
と

に
弱
者
を
仞
り
捨
て
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
教
育
者
新
島
嬰
の
生
き

方
は
現
代
の
教
育
の
在
り
方
に
多
く
の
示
唆
を
与

場
か
ら
学
生
の
自
主
性
、
内
発
性
を
重
ん
じ
、
学

生
の
能
力
の
開
発
、
品
性
の
陶
冶
に
重
点
を
お

き
、
学
生
と
共
に
広
大
な
真
理
の
海
を
面
前
に
し

た
謙
虚
な
探
究
者
で
あ
る
こ
と
を
徹
し
よ
う
と
し

九
。
新
島
が
同
志
社
英
学
校
で
実
践
し
た
教
育
は
、

以
上
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
り
べ
ラ

ア
ー
ツ
.
カ
レ
ッ
ジ
を
支
配
し
て
い
九
キ
リ

ル

.

ス
ト
教
主
義
に
よ
る
全
人
教
育
で
あ
っ
九
。
彼
は

徹
頭
徹
尾
イ
エ
ス
の
心
を
心
と
し
て
生
き
た
人
で

、

井上勝也大学文学部教授

奧田聴大学工学部教授



え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
奥
田
聰
教
授
の
講
演
(
写
真
下
)
は
、

二
度
の
石
油
シ
,
ツ
ク
を
経
験
す
る
中
で
、
わ
が

国
の
産
業
構
造
は
自
動
車
、
家
電
製
品
な
ど
の
加

工
組
立
て
型
産
業
に
中
心
が
移
り
、
さ
ら
に
進
ん

で
ハ
イ
テ
ク
産
業
へ
と
構
造
変
換
が
急
速
に
進
ん

で
い
る
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
0

こ
の
急
。
ヒ
ッ
チ
な
進
展
は
十
八
世
紀
に
英
国
で
始

ま
っ
た
産
業
器
を
上
回
る
イ
ン
。
ハ
ク
ト
を
も
つ

と
い
わ
れ
、
新
産
業
革
命
と
も
呼
ぱ
れ
て
お
り
ま

す
。
新
産
業
革
命
の
担
い
手
は
半
導
体
を
は
じ
め

と
す
る
マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
ス
で
あ

り
、
第
二
は
新
素
材
産
業
、
そ
し
て
第
三
に
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
あ
り
ま
す
。
通
産
省
の
予
測

に
よ
る
と
、
紀
元
二
千
年
に
は
こ
の
三
大
技
術
の

も
た
ら
す
市
場
は
約
二
三
0
兆
円
と
み
ら
れ
て
い

ま
す
。一
方
、
日
本
は
貿
易
立
国
の
立
場
を
と
っ
て
お

り
、
現
在
五
百
億
ド
ル
余
り
の
貿
易
収
支
の
黒
字

を
出
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
は
世
界
一
の
債
務
国

で
あ
る
こ
と
は
余
り
述
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
日
本
の

高
度
成
長
の
も
と
に
な
っ
た
の
は
、
戦
後
の
技
術

導
入
に
あ
っ
九
と
い
え
ま
す
が
、
こ
れ
に
ょ
り
生

産
設
備
の
近
代
化
は
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
一

方
、
わ
が
国
の
技
術
開
発
に
は
,
先
発
優
先
'
す

な
わ
ち
、
一
社
の
開
発
技
術
を
尊
重
す
る
気
風
に

乏
し
く
、
過
当
競
争
を
発
生
し
ま
す
。
化
学
工
業

の
分
野
で
は
実
に
戦
後
の
発
展
は
す
べ
て
技
術
導

入
に
あ
っ
九
と
い
っ
て
も
過
'
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
生
産
性
の
追
求
、
品
質
管
理
の
徹
底
に
よ

り
、
世
界
で
最
も
良
い
工
業
製
品
を
安
く
造
る
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
を
人
だ
海
外
に
輸
出
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
日
本
の
工
業
態
勢
自
体
が
い
ま

海
外
か
ら
貿
易
摩
擦
と
い
う
形
で
手
痛
い
批
判
を

受
け
て
い
る
も
の
と
解
釈
し
て
ょ
い
で
し
ょ
う
0

し
か
し
外
国
の
模
倣
品
で
な
く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

開
発
品
に
対
し
て
は
海
外
も
歓
迎
で
、
二
十
一
世

記
へ
の
進
路
は
.
創
造
"
以
外
に
は
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

新
島
襄
の
遺
志
に
よ
り
明
治
二
十
三
年
開
校
さ

れ
た
ハ
リ
ス
理
化
学
校
は
わ
が
国
の
高
等
理
科
教

育
の
魁
で
あ
り
、
同
志
社
精
神
を
一
一
盲
に
示
す

,
良
心
'
は
英
語
で
い
え
ぱ
 
n
0
誘
含
ゆ
号
ゆ
で
あ

り
、
科
学
に
合
致
す
る
こ
と
で
、
自
然
の
理
忙
適

つ
た
、
平
易
で
内
然
な
道
に
従
う
こ
と
と
い
え
ま

す
。
加
藤
与
五
郎
は
ハ
リ
ス
理
化
学
校
の
第
一
期

生
で
、
日
本
の
エ
ジ
ソ
ン
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

今
日
の
術
技
術
の
も
と
に
な
る
フ
エ
ラ
イ
ト
コ

ア
ー
を
は
じ
め
多
く
の
発
明
を
さ
れ
ま
し
九
0
 
加

喋
先
生
は
新
島
先
生
の
お
老
え
を
伝
え
ら
れ
九
数

少
い
人
の
一
人
と
い
え
ま
す
が
、
心
血
を
そ
そ
が

れ
た
の
は
創
造
性
を
育
て
る
教
育
で
あ
り
ま
し

九
。
二
上
世
紀
に
向
け
て
の
今
世
紀
末
の
最
も

困
誓
時
に
あ
た
り
、
新
島
先
生
の
遺
さ
れ
九
良

心
念
味
を
新
し
い
感
慨
を
も
っ
て
噛
み
し
め
九

く
思
い
ま
す
。

報仕




